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一
　
観
相
学
者

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
（
一
八
七
三

－

一
九
五
九
）
は
、
宇
宙
的
存
在
論
と
も
称
す
べ
き
壮
大
な
独
自
の
「
観
相
学
」
を
展
開
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

思
想
家
で
あ
る
。
現
チ
ェ
コ
の
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
に
生
ま
れ
、
ヴ
ィ
ー
ン
と
ベ
ル
リ
ン
の
大
学
で
学
ん
だ
「
観
相
学
者
」
は
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
、
リ
ル
ケ

の
友
人
で
あ
り
、
リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
成
立
に
は
大
き
く
関
わ
り
、
ジ
ッ
ド
、
メ
ー
テ
ル
ラ
ン
ク
、
ジ
ン
メ
ル
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、
ヘ
リ
ン
グ
ラ
ー

ド
、
シ
ュ
ー
ラ
ー
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
な
ど
と
親
交
を
結
び
、
パ
ス
カ
ル
、
ス
タ
ー
ン
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
自
ら
の
精
神
的
始
祖
を
見
い
だ
し
、
優
れ
た
語

学
能
力
を
駆
使
し
て
ジ
ッ
ド
『
フ
ィ
ロ
ク
テ
ー
ト
』、
プ
ラ
ト
ン
『
饗
宴
』『
パ
イ
ド
ロ
ス
』『
イ
オ
ー
ン
』、
ゴ
ー
ゴ
リ
『
外
套
』、
ト
ル
ス
ト
イ
『
イ
ワ
ン
・

イ
リ
ノ
イ
ッ
チ
の
死
』、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
大
審
問
官
』、
プ
ー
シ
キ
ン
『
皇
帝
の
モ
ー
ル
人
』
等
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
、
早
く
か
ら
イ
ン
ド
思
想
の

影
響
を
受
け
、
晩
年
に
は
日
本
の
禅
に
多
大
な
関
心
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
多
彩
な
精
神
的
遍
歴
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
・
北
ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
・
ロ
シ

ア
等
へ
の
実
際
の
歴
訪
と
を
通
じ
て
、
カ
ス
ナ
ー
は
モ
ラ
リ
ス
ト
・
プ
ラ
ト
ー
ニ
カ
ー
・
ミ
ィ
ス
テ
ィ
カ
ー
・
フ
ィ
ジ
オ
グ
ノ
ー
ミ
カ
ー
と
し
て
、
詰
ま
る

と
こ
ろ
西
欧
合
理
主
義
に
対
す
る
「
異
端
の
正
統
者
」
と
し
て
、
独
自
の
精
神
的
営
為
を
展
開
し
、
そ
の
成
果
を
上
梓
し
た
。

参
考
ま
で
に
、
主
な
著
作
（
な
ら
び
に
邦
訳
文
献
）
を
示
す
。

一
九
〇
二
年　
『
死
と
仮
面
』（
塚
越
敏
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
〇
年
。
但
し
、
邦
訳
は
短
縮
さ
れ
た
一
九
五
六
年
版
に
基
づ
く
。）

一
九
〇
三
年　
『
イ
ン
ド
の
理
想
主
義
』

一
九
〇
六
年　
『
音
楽
の
モ
ラ
ル
』

一
九
〇
六
年　
『
モ
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
』

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
『
変
身
』
に
つ
い
て

訳
者
解
題
と
し
て
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一
九
〇
八
年　
『
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
』（
塚
越
敏
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
〇
年
。
但
し
、
邦
訳
は
短
縮
さ
れ
た
一
九
五
三
年
版
に
基
づ
く
。）

一
九
一
〇
年　
『
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』

一
九
一
一
年　
『
人
間
の
偉
大
さ
の
諸
要
素
に
つ
い
て
』（
塚
越
敏
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
〇
年
）

一
九
一
三
年　
『
イ
ン
ド
の
思
想
』（
小
松
原
千
里
訳
、『
神
戸
大
学
教
養
部
紀
要 

論
集
』
四
四
号
所
収
、
一
九
八
九
年
）

一
九
一
四
年　
『
キ
メ
ラ
』

一
九
一
九
年　
『
数
と
顔
』

一
九
二
二
年　
『
観
相
学
の
基
礎
』

一
九
二
三
年　
『
エ
ッ
セ
イ
』

一
九
二
五
年　
『
変
身
』

一
九
二
七
年　
『
魂
の
神
話
』（
小
松
原
千
里
訳
『
魂
の
神
話
・
ナ
ル
チ
ス
』
に
所
収
、
国
文
社
、
一
九
八
九
年
）

一
九
二
八
年　
『
ナ
ル
シ
ス
、
あ
る
い
は
神
話
と
想
像
力
』（
小
松
原
千
里
訳
、『
魂
の
神
話
・
ナ
ル
チ
ス
』
に
一
部
所
収
、
国
文
社
、
一
九
八
九
年
）

一
九
三
〇
年　
『
観
相
学
的
世
界
像
』

一
九
三
二
年　
『
観
相
学
』

一
九
三
六
年　
『
想
像
力
に
つ
い
て
』

一
九
三
八
年　
『
神
人
』

一
九
三
八
年　
『
直
観
と
観
察
』

一
九
三
八
年　
『
思
い
出
の
書
』

一
九
四
六
年　
『
第
二
の
旅
』

一
九
四
六
年　
『
変
容
』

一
九
四
七
年　
『
十
九
世
紀
』（
小
松
原
千
里
訳
、
未
知
谷
、
二
〇
〇
一
年
）

一
九
四
九
年　
『
歳
月
の
回
転
』

一
九
五
一
年　
『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』

一
九
五
三
年　
『
内
面
の
国
』

一
九
五
六
年　
『
魔
術
師
』
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一
九
五
七
年　
『
黄
金
の
竜
』

リ
ル
ケ
は
カ
ス
ナ
ー
に
つ
い
て
述
べ
る
、「
彼
は
同
時
代
の
他
の
人
々
が
持
っ
て
い
な
い
何
か
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。そ
し
て
他
の
人
た
ち
に
成
功
し
な

か
っ
た
こ
と
が
、
彼
に
あ
っ
て
成
功
し
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
。
ま
た
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
カ
ス
ナ
ー
の
「
こ
の
種
の
作

品
は
、
精
神
の
網
の
目
の
濃
い
密
度
の
た
め
に
、す
ぐ
に
は
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。お
そ
ら
く
そ
う
遠
く
は
な
い
、
後
の
時
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
人
々

は
、
驚
嘆
し
て
思
い
を
新
た
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
新
し
い
内
容
と
新
し
い
形
式
を
あ
れ
ほ
ど
求
め
て
い
た
わ
れ
わ
れ
の
時
代
が
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
形

式
に
盛
ら
れ
た
新
し
い
内
容
に
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
」。﹇ 

カ
ス
ナ
ー
に
関
す
る
両
詩
人
の
言
及
は
、
小
松
原
千
里
「
解
説
―
『
魂
の
神
話
』
を
中
心

に
」（
ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
『
魂
の
神
話
』、
小
松
原
千
里
訳
、
国
文
社
、
一
九
八
九
年
、
一
五
二
頁
以
下
）
に
基
づ
く
。﹈

カ
ス
ナ
ー
は
一
九
五
三
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
賞
、
一
九
五
五
年
に
シ
ラ
ー
記
念
賞
を
受
賞
、
さ
ら
に
同
年
、
語
学
文
学
ド
イ
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、

美
術
バ
イ
エ
ル
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
推
挙
さ
れ
る
な
ど
、
生
前
、
高
い
評
価
を
得
た
。ま
た
、カ
ス
ナ
ー
没
後
一
〇
年
目
の
一
九
六
九
年
か
ら
一
九
九
一

年
に
か
け
て
、
ネ
ス
ケ
社
よ
り
『
カ
ス
ナ
ー
全
集
』
全
一
〇
巻
が
順
次
刊
行
さ
れ
、
カ
ス
ナ
ー
に
対
す
る
評
価
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
現
在
で
は
、ウ
ー
ヴ
ェ
・
シ
ュ
ペ
ー
ル
ル
著
『
世
紀
転
換
期
の
ド
イ
ツ
文
学
に
お
け
る
神
無
き
神
秘
主
義
』（
一
九
九
七
年
）
や
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ノ
イ
マ

ン
な
ら
び
に
オ
ト
・
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
共
編
に
よ
る
論
集
『
ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー　
知
の
形
式
と
し
て
の
観
相
学
』（
一
九
九
九
年
）、
ま
た
日
本
に
お
け
る

カ
ス
ナ
ー
著
『
十
九
世
紀
』
の
翻
訳
（
小
松
原
千
里
訳
、
未
知
谷
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
優
れ
た
労
作
は
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
カ
ス
ナ
ー
は
、
日
本
は
言

う
に
及
ば
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
本
国
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
い
わ
ば
忘
れ
ら
れ
て
久
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
カ
ス
ナ
ー
の
精
神
遍
歴
が

最
晩
年
に
向
か
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
「
他
の
人
た
ち
に
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
」
を
見
き
わ
め
、「
新
し
い
形
式
に
盛
ら
れ
た
新
し
い
内
容
」
を

新
た
に
繙
い
て
い
く
こ
と
は
、
意
義
あ
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
　『
変
身
』
成
立
史

ネ
ス
ケ
版
『
カ
ス
ナ
ー
全
集
』
第
四
巻
に
所
収
さ
れ
た
『
変
身
』
は
、
元
々
は
、
一
九
二
五
年
三
月
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
イ
ン
ゼ
ル
社
よ
り
一
巻
の
単
行

本
で
同
名
に
て
公
刊
さ
れ
た
著
作
で
あ
る
。
但
し
、
同
全
集
の
注
（
四

－

七
七
一
以
下
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
先
に
、
同
書
の
一
部
が
次
に
挙
げ
る
雑
誌

に
お
い
て
予
め
掲
載
さ
れ
た
。
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（
一
） 

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
「
顔
」、
フ
ー
ゴ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
編
『Eranos

』
一
九
二
四
年
二
月
一
日
号
所
収
（
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
）。
掲
載
項
目
「
誘
惑
者
」「
現
代
の
不
平
家
」。

（
二
） 

「
ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
に
よ
る
顔
」、
エ
フ
ラ
イ
ム
・
フ
リ
ッ
シ
ュ
編
『D

er neue M
erkur

』
一
九
二
四
年
二
月
号
所
収
（
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ

ル
ト
、
ベ
ル
リ
ン
）。
掲
載
項
目
「
銀
行
家
＊
＊
氏
」「
こ
の
顔
、
あ
の
顔
」「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
」「
肉
」。

（
三
） 
ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
「
顔
」、『navigare necesse est

』
ア
ン
ト
ン
・
キ
ッ
ペ
ン
ベ
ル
ク
に
捧
げ
る
記
念
号
（
一
九
二
四
年
五
月
二
二
日
号
）

所
収
（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
）。
掲
載
項
目
「
中
心
」「
無
思
慮
な
男
」「
暴
君
」（
一
九
二
五
年
版
所
収
の
「
淫
蕩
な
男
」
と
同
一
内
容
）「
ナ
ル
キ
ッ
ソ

ス
」。

（
四
） 

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
「
観
相
学
的
研
究
」、『D
as Inselschiff　

イ
ン
ゼ
ル
社
の
愛
読
者
向
け
雑
誌
』
一
九
二
四
年
ク
リ
ス
マ
ス
号
所
収
（
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
）。
掲
載
項
目
「
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
」「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
」「
ブ
ッ
ダ
」。

（
五
） 

「
ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
の
意
味
と
特
性
」、
エ
フ
ラ
イ
ム
・
フ
リ
ッ
シ
ュ
編
『D

er neue M
erkur

』
一
九
二
五
年
一
月
号
所
収
（
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
、
ベ
ル
リ
ン
）。「
あ
と
が
き
」
の
事
前
公
刊
。

ま
た
、
一
九
二
五
年
の
単
行
本
公
刊
後
、
同
書
の
一
部
を
再
録
し
た
文
献
も
併
記
す
る
。

（
六
） 

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
「
変
身　

ラ
イ
ナ
ー
・
マ
リ
ー
ア
・
リ
ル
ケ
の
思
い
出
に
」、ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
『
魔
術
師　

対
話
と
寓
話
』
所

収
、
オ
イ
ゲ
ン
・
レ
ン
チ
ュ
社
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
）、
一
九
五
五
年
。
大
幅
な
変
更
を
伴
う
短
縮
版
で
、「
あ
と
が
き
」
を
欠

く
。
再
録
さ
れ
た
の
は
若
干
の
変
更
を
伴
う
次
の
一
九
項
目
「
中
心
」「
無
思
慮
な
男
」「
淫
蕩
な
男
」「
勝
負
師
」「
誘
惑
者
」「
現
代
の
不
平
家
」「
こ

の
顔
、あ
の
顔
」「
フ
ァ
ウ
ヌ
ス
」「
肉
」「
母
」「
正
面
と
側
面
」「
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
」「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
幸
福
」「
男
根
崇
拝
（
＊
＊
侯
爵
）」

「
太
っ
た
男
と
痩
せ
た
男
」「
死
者
の
国
あ
る
い
は
黒
人
王
の
口
」「
斜
め
の
人
」「
ブ
ッ
ダ
」。

（
七
） 

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
『
最
も
偉
大
な
者　

著
作
選
』、
ア
マ
ン
ド
ゥ
ス
社
（
ウ
ィ
ー
ン
）、
一
九
四
六
年
、
掲
載
項
目
「
現
代
の
不
平
家
」「
音

楽
家
」「
ブ
ッ
ダ
」。

ト
ゥ
ル
ン
・
ウ
ン
ト
・
タ
ク
ス
ィ
ス
侯
爵
夫
人
（Fürstin M

arie von Thurn und Taxis
、カ
ス
ナ
ー
と
リ
ル
ケ
の
共
通
の
友
人
、
一
八
五
五

－

一
九
三
四
）

が
リ
ル
ケ
に
宛
て
た
一
九
二
三
年
一
一
月
四
日
付
け
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、『
変
身
』
本
文
三
四
項
目
の
う
ち
一
五
項
目
は
こ
の
頃
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
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よ
う
で
あ
る
。
右
記
雑
誌
（
一
）（
二
）（
三
）
に
一
部
が
掲
載
さ
れ
た
後
、
残
り
の
項
目
は
一
九
二
四
年
九
月
六
日
に
、そ
し
て
「
あ
と
が
き
」
は
同
年
一
〇

月
一
七
日
に
出
版
社
に
渡
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
雑
誌
（
四
）
に
お
け
る
三
項
目
、
雑
誌
（
五
）
に
お
け
る
「
あ
と
が
き
」
の
事
前
刊
行
を
経
て
、
一
九
二
五

年
三
月
に
単
行
本
が
上
梓
さ
れ
る
に
至
る
。「
あ
と
が
き
」の
事
前
刊
行
は
、カ
ス
ナ
ー
が
出
版
社
宛
に
出
し
た
一
九
二
四
年
九
月
六
日
付
け
の
手
紙
と
同
年

一
〇
月
一
七
日
付
け
の
手
紙
に
基
づ
く
。
な
お
、
カ
ス
ナ
ー
は
一
九
二
四
年
九
月
六
日
付
け
の
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ビ
ス
マ
ル
ク
宛
の
手
紙
で
「
あ
と
が
き
」
を

「
観
相
学
の
芽
生
え
」physiognom

isch(en) D
urchbruch 

と
名
付
け
て
い
る
。

一
九
二
二
年
に
公
に
さ
れ
た
『
観
相
学
の
基
礎
』
が
比
較
的
よ
く
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
カ
ス
ナ
ー
は
一
般
読
者
に
お
け
る
「
観
相
学
」

へ
の
関
心
が
更
に
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
、『
変
身
』
の
発
行
部
数
と
し
て
五
、六
千
部
を
見
込
ん
だ
。
し
か
し
、
イ
ン
ゼ
ル
の
社
主
ア
ン
ト
ン
・
キ
ッ
ペ
ン

ベ
ル
ク
は
発
行
部
数
を
二
千
部
に
と
ど
め
る
。
実
際
、
一
九
二
七
年
二
月
の
時
点
で
、
イ
ン
ゼ
ル
社
の
倉
庫
に
は
一
九
一
五
部
が
残
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

に
関
し
て
カ
ス
ナ
ー
は
出
版
社
宛
て
に
書
い
た
一
九
二
七
年
二
月
一
四
日
付
け
の
手
紙
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
嘆
く
。

極
め
て
グ
ロ
テ
ス
ク
で
あ
り
、
他
の
ど
の
民
族
で
は
あ
り
得
な
い
、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
考
え
ら
れ
な
い
話
だ
、『
変
身
』
が
百
部
も
売
れ
て
い
な
い

と
は
。
内
容
の
難
し
さ
な
ど
妨
げ
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
あ
く
ま
で
示
す
は
ず
だ
。『
数
と
顔
』
よ
り
難
し
い
も
の
、
私
の
作
品
中
で
『
変
身
』

よ
り
や
さ
し
い
も
の
は
、
何
が
あ
る
の
か
。

こ
の
よ
う
に
『
変
身
』
が
一
般
読
者
に
あ
ま
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
は
裏
腹
に
、
リ
ル
ケ
は
、
タ
ク
ス
ィ
ス
侯
爵
夫
人
に
パ
リ
か
ら
宛
て
た

一
九
二
五
年
一
月
二
三
日
付
け
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
献
辞
を
こ
と
の
ほ
か
喜
び
、ま
た
、
同
年
一
二
月
一
一
日
付
け
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、パ
リ
か
ら
ミ
ュ
ゾ
ッ

ト
に
戻
っ
た
一
九
二
五
年
の
冬
、
多
く
の
晩
を
『
変
身
』
を
読
ん
で
過
ご
し
、「
本
を
開
く
た
び
に
新
た
な
重
な
り
と
驚
き
が
立
ち
上
が
る
」
と
記
し
て
い

た
。
我
々
が
『
変
身
』
を
繙
き
、そ
こ
か
ら
新
た
な
観
相
学
へ
の
理
解
を
深
め
れ
ば
深
め
る
ほ
ど
、リ
ル
ケ
に
よ
る
詩
的
世
界
の
根
幹
に
行
き
着
く
こ
と
は
、

決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

三
　『
変
身
』
に
お
け
る
「
観
る
」
こ
と

カ
ス
ナ
ー
の
「
新
し
い
形
式
に
盛
ら
れ
た
新
し
い
内
容
」
は
、
一
九
〇
〇
年
、
カ
ス
ナ
ー
が
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
『
身
体
の
精
神
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
の

試
論
』
の
読
了
を
契
機
に
観
相
学
的
研
究
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
く
中
で
本
格
的
に
始
ま
り
、『
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
』（
一
九
〇
八
年
）
と
『
人
間
の
偉
大
さ
の
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諸
要
素
に
つ
い
て
』（
一
九
一
一
年
）
に
お
い
て
礎
が
築
か
れ
、
執
筆
に
三
年
を
要
し
た
『
数
と
顔
』（
一
九
一
九
年
）
に
お
い
て
更
な
る
広
さ
と
深
さ
が
獲

得
さ
れ
、『
観
相
学
の
基
礎
』（
一
九
二
二
年
）
に
お
い
て
広
く
一
般
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
、『
観
相
学
』（
一
九
三
二
年
）
に
お
い
て
い
わ
ば
総

決
算
が
図
ら
れ
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
本
邦
初
訳
の
『
変
身
』（
一
九
二
五
年
）
は
、さ
ま
ざ
ま
な
具
体
例
が
示
さ
れ
た
「
観
相
学
的
研
究
」
と
思
想
的
背
景

を
エ
ッ
セ
イ
の
形
式
で
記
す
「
あ
と
が
き　
意
味
と
特
性
」
と
か
ら
な
り
、
二
つ
の
主
著
『
数
と
顔
』
と
『
観
相
学
』
の
中
間
に
位
置
す
る
よ
う
に
、
カ
ス

ナ
ー
の
思
想
的
展
開
に
お
け
る
ま
さ
に
中
間
決
算
に
他
な
ら
な
い
。

カ
ス
ナ
ー
の
「
観
相
学
」
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
嚆
矢
と
し
ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
従
来
の
観
相
学
と
は
、
根
本
的
に
質
を
異
に
す

る
。
カ
ス
ナ
ー
は
、「
あ
と
が
き
」
第
二
章
に
記
し
た
よ
う
に
、
古
典
的
な
観
相
学
を
支
え
る
顔
と
意
味
と
の
一
対
一
対
応
に
対
し
て
否
定
的
判
断
を
く
だ

す
。

ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
が
観
相
学
に
お
い
て
言
語
を
超
え
て
世
界
を
解
釈
し
よ
う
と
し
、
こ
う
し
た
試
み
が
、
ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
の
心
を
支
配
し
、
そ
の
頭

脳
を
占
め
て
い
た
照
応

4

4

と
い
う
静
的
世
界
像
に
最
終
的
に
行
き
着
い
て
し
ま
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
観
相
学
の
過
ち
と
み
な
す
。
そ

れ
で
ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
意
味
は
結
局
、
内
奥
と
表
面
と
の
乖
離
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
が
世
界
を
深
く
解
釈
し
よ

う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
世
界
は
ま
す
ま
す
平
板
に
な
っ
て
し
ま
う
か
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。

ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
は
、『
観
相
学
的
断
章
』
に
お
い
て
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
解
釈
し
性
格
を
導
き
出
す
際
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
リ
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

哲
学
者
、
宗
教
家
、
一
六
八
八

－

一
七
七
二
）
の
心
身
照
応
論
に
基
づ
き
な
が
ら
、
実
証
科
学
的
な
観
相
学
を
新
た
に
構
築
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
と

外
と
の
照
応
と
い
う
考
え
は
、
カ
ス
ナ
ー
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
「
平
板
」
で
あ
り
、「
あ
と
が
き
」
第
九
章
の
言
葉
も
援
用
す
れ
ば
、「
本
質
と
し
て
劇
的

で
は
な
く
、ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
」
と
言
え
よ
う
。
更
に
「
あ
と
が
き
」
第
一
〇
章
に
は
、「
皮
下
観
相
学
の
意
味
し
か
持
ち
え
な
い
心
理
学
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
カ
ス
ナ
ー
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
観
相
学
に
対
す
る
否
定
は
、
顔
を
分
析
し
類
型
化
す
る
こ
と
へ
の
嫌
悪
で
あ
り
、
数

的
処
理
に
終
始
す
る
実
証
的
心
理
学
に
対
す
る
反
発
で
あ
り
、
帰
す
る
所
、
因
果
律
に
終
始
す
る
合
理
的
思
考
へ
の
拒
絶
に
他
な
ら
な
い
。
カ
ス
ナ
ー
の
主

著
『
数
と
顔
』
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、
数
と
し
て
処
理
さ
れ
た
人
間
の
顔
は
い
わ
ば
「
顔
」
で
は
な
く
、「
役
者
の
顔
」、
す
な
わ
ち
「
仮
面
」
に
す
ぎ
な
い
。

な
お
、カ
ス
ナ
ー
は
「
仮
面
」
に
関
し
て
す
で
に
『
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
や
『
人
間
の
偉
大
さ
の
諸
要
素
に
つ
い
て
』
の
中
で
独
自
の
考
察
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
補
足
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
カ
ス
ナ
ー
に
と
っ
て
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
は
、
単
な
る
好
事
家
や
趣
味
人
を
指
す
の
で
は
な
く
、
い
つ
で
あ
れ

時
代
の
中
に
い
る
あ
ま
り
時
代
を
超
越
で
き
ず
、
全
体
と
そ
の
連
関
を
自
ら
の
内
に
欠
く
ゆ
え
に
節
度
を
持
た
ず
、
内
的
に
も
調
和
を
持
た
な
い
ゆ
え
に
思
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慮
を
欠
く
そ
の
場
か
ぎ
り
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
人
間
の
偉
大
さ
」
を
有
し
な
い
。「
偉
大
さ
」
と
は
、
カ
ス
ナ
ー
の
観
相
学
で
は
、
同
一
性

（Identität

）
に
基
づ
く
「
顔
」
の
世
界
に
あ
り
、
個
性
（Individualität

）
に
基
づ
く
「
仮
面
」
の
世
界
に
は
存
し
な
い
。

神
々
の
「
幸
福
」
は
同
一
性
で
あ
り
、
幸
福
な
世
界
は
同
一
性
の
世
界
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
個
性
そ
れ
自
体
は
乱
れ
て
割
れ
た
か
、
も
し
く
は
プ

ラ
ト
ン
哲
学
的
だ
と
常
に
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（「
全
一
性
（
あ
る
手
紙
か
ら
）」
よ
り
）

カ
ス
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
か
つ
て
幼
年
期
に
「
同
一
性
の
世
界
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
長
と
と
も
に
「
幸
福
な
世
界
」
か
ら

離
れ
、
次
第
に
「
個
性
の
世
界
」
で
生
き
る
よ
う
に
な
る
。
同
様
に
、
総
じ
て
人
間
存
在
は
、
近
代
以
降
、
外
と
の
つ
な
が
り
を
失
い
内
的
に
も
分
裂
に
陥
っ

て
し
ま
っ
た
結
果
、
古
典
古
代
の
人
間
存
在
と
は
異
な
り
、「
仮
面
」
の
世
界
に
生
き
、「
同
一
性
」
の
世
界
を
知
ら
な
い
。
こ
う
し
た
近
代
人
の
生
は
、
個

人
主
義
を
信
奉
す
る
現
代
人
、
と
り
わ
け
現
代
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
に
、
そ
れ
も
そ
の
「
仮
面
」
に
お
い
て
凝
縮
さ
れ
る
。
特
に
こ
う
し
た
「
仮
面
」
を
見

る
際
、
考
察
対
象
は
、
客
体
と
し
て
見
ら
れ
る
単
な
る
顔
や
容
貌
だ
け
で
は
な
く
、
認
識
主
体
の
視
覚
そ
の
も
の
、
更
に
は
見
る
行
為
か
ら
生
じ
る
幻
視

（V
ision

）
に
ま
で
も
及
ぶ
。
つ
ま
り
、
カ
ス
ナ
ー
の
観
相
学
的
研
究
は
、
ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
ド
イ
ツ
語 G

esicht 

が
有
す
る
一
切
の

次
元
を
含
む
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
た
と
え
「
仮
面
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
背
後
に
は
、
主
体
と
客
体
、
内
と
外
と
が
出
会
う
「
顔
」
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
く
観
相
学
は
、
ラ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
ー
の
そ
れ
と
袂
を
分
か
ち
な
が
ら
、
因
果
律
に
終
始
す
る
近
代
の
合
理
主
義
を
批
判
し
、
同

時
に
自
ら
の
実
践
に
お
い
て
近
代
の
超
克
を
め
ざ
す
。
そ
の
重
要
な
試
論
が
『
変
身
』
と
言
え
よ
う
。

新
た
な
観
相
学
は
、
カ
ス
ナ
ー
五
二
歳
時
の
著
作
が
十
分
に
示
す
よ
う
に
、
静
的
世
界
像
に
も
、
実
証
的
な
数
的
処
理
に
も
基
づ
か
な
い
。
考
察
対
象
は
、

類
型
化
さ
れ
う
る
単
な
る
顔
で
は
な
く
、
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
全
て
を
包
括
す
る
「
顔
」、「
あ
と
が
き
」
第
六
章
の
こ
と
ば
を
援
用
す
れ
ば
、「
人
間
の
ド
ラ

マ
、
あ
る
者
の
変
身
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
ド
ラ
マ
」
と
は
、
連
続
す
る
時
間
の
中
で
生
の
「
リ
ズ
ム
」
に
基
づ
い
て
人
間
存
在
が
繰
り
返
す
た
び
に

示
す
一
回
性
の
「
変
身
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
変
化
な
い
し
運
動
こ
そ
が
、「
あ
と
が
き
」
第
九
章
に
よ
れ
ば
、
外
と
内
、
身
体
と
心
、
心
と
精
神
の

間
で
生
じ
る
ド
ラ
マ
、
つ
ま
り
「
全
一
性
の
唯
一
可
能
な
ド
ラ
マ
」
と
し
て
、
カ
ス
ナ
ー
観
相
学
の
基
盤
を
な
す
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
動
的
世
界
認
識
は

人
間
の
悟
性
的
認
識
に
対
応
す
る
悟
性
言
語
で
本
質
を
衝
く
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
敢
え
て
言
語
表
現
に
置
き
換
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

総
じ
て
撞
着
語
法
と
化
す
。

現
象
の
背
後
に
あ
る
も
の
、
形
而
上
学
的
存
在
、
エ
ロ
ス
、
反
転
、
全
一
性
（A

ll-Einheit
）
は
（
中
略
）
統
一
で
あ
る
と
同
様
に
分
裂
で
あ
り
、
あ
る
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い
は
統
一
の
中
の
分
裂
で
あ
り
、
分
裂
の
中
の
統
一
で
あ
る
。（「
あ
と
が
き
」
第
一
〇
章
よ
り
）

「
全
一
性
」
は
、「
ヘ
ン
・
カ
イ
・
パ
ン
」
と
い
う
全
に
し
て
一
を
意
味
す
る
汎
神
論
的
世
界
観
も
し
く
は
宗
教
的
神
秘
主
義
の
概
念
で
あ
り
、
元
々
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
の
自
然
哲
学
に
端
を
発
し
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
い
て
十
全
に
展
開
す
る
。
し
か
し
、
カ
ス
ナ
ー
は
自
身
の
観
相
学
的
「
全
一
性
」
と
ス
ピ
ノ
ザ
の

汎
神
論
的
「
神
即
自
然
」
と
の
同
一
視
を
拒
む
。

全
一
性
は
直
観
の
根
底
で
あ
り
、
根
底
そ
の
も
の
と
し
て
し
か
意
味
を
も
た
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
が
全
一
性
に
つ
い
て
語
る
の
は
汎
神
論
者
と

し
て
で
は
な
い
。
ス
ピ
ノ
ザ
の
神
即
自
然
（deus sive natura

）、
す
べ
て
の
汎
神
論
者
の
逃
げ
道
は
、
概
念
と
し
て
は
ま
っ
た
く
中
身
も
意
味
も
な
く
、

エ
ホ
バ
の
変
装
と
し
て
初
め
て
意
味
を
得
る
。（「
あ
と
が
き
」
第
九
章
よ
り
）

こ
こ
で
の
「
意
味
」Sinn

は
、
世
界
の
現
象
一
切
に
万
物
の
内
在
的
原
因
で
あ
る
神
を
、
あ
る
い
は
所
産
的
自
然
（natura naturata

）
に
対
し
て
能
産
的

自
然
（natura naturans

）
を
認
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
直
観
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
内
と
外
と
の
合
一
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
合
一
は
カ
ス
ナ
ー
観
相
学
の
眼

目
で
あ
り
、
前
述
の
と
お
り
、
そ
れ
は
「
顔
」
に
お
い
て
表
現
さ
れ
な
が
ら
変
容
し
続
け
る
動
的
な
関
係
で
あ
っ
て
、
分
析
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
る
静
的

な
照
応
関
係
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
よ
う
な
眼
目
に
つ
い
て
、
カ
ス
ナ
ー
は
同
じ
く
「
あ
と
が
き
」
第
九
章
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

従
っ
て
ね
ら
い
は
、
全
一
性
と
い
う
唯
一
可
能
な
ド
ラ
マ
が
、
外
と
内
、
身
体
と
心
、
心
と
精
神
の
間
で
ド
ラ
マ
が
生
じ
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
ド
ラ

マ
に
よ
っ
て
観
相
学
全
体
の
内
容
が
私
た
ち
の
言
う
意
味
で
形
成
さ
れ
る
の
だ
。

そ
も
そ
も
「
あ
と
が
き
」
は
、「
内
は
外
に
あ
り
、
外
は
内
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
者
の
統
一
は
、
極
め
て
厳
密
に
言
え
ば
、
我
々
が
意
味
と
名
づ
け
る
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
冒
頭
が
示
す
よ
う
に
、
内
と
外
の
一
致
を
「
意
味
」
と
し
て
定
義
づ
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
ま
た
「
あ
と
が
き
」
第
九
章
の
冒
頭

に
よ
れ
ば
、
通
常
の
意
味
が
「
出
来
事
（G

eschehen

）
の
世
界
」
に
属
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
対
置
さ
れ
る
観
相
学
的
な
意
味
は
「
表
現
（A

usdruck

）

の
世
界
」
に
基
づ
く
。
カ
ス
ナ
ー
に
と
っ
て
、
内
と
外
の
一
致
、
全
一
性
の
状
態
に
あ
る
人
間
の
み
が
、「
出
来
事
の
世
界
」
で
は
な
く
、「
表
現
と
い
う
反

世
界
」
に
至
り
、「
意
味
」
を
表
出
す
る
。「
出
来
事
の
世
界
」
が
数
と
し
て
処
理
さ
れ
た
「
仮
面
の
世
界
」
で
あ
り
、「
表
現
の
世
界
」
が
「
偉
大
さ
」
を
生

み
出
す
「
顔
の
世
界
」
で
あ
る
だ
け
に
、「
あ
と
が
き
」
副
題
「
意
味
と
特
性
」
に
お
け
る
「
と
」
の
内
実
を
こ
こ
で
述
べ
て
お
く
と
、
す
べ
て
の
特
性
は
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「
顔
」
に
お
い
て
「
意
味
」
と
し
て
「
表
現
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、「
意
味
」
は
「
出
来
事
の
世
界
」
を
形
成
す
る
因
果
関
係
に
よ
っ
て
捉

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

内
と
外
と
の
関
係
は
因
果
関
係
と
し
て
で
は
な
く
、
直
覚
（Intuition

）
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
直
観
（A

nschauung

）
と
観
入
（Ein-sicht

）
に
よ
っ
て

把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（「
あ
と
が
き
」
第
四
章
よ
り
）

二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
で
成
立
展
開
し
た
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
で
は
、
事
物
が
他
と
の
連
関
で
働
く
事
態
の
構
造
を
見
通
す
「
洞
察
」
と
し
て
、

Einsicht

は
解
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
時
代
的
に
重
な
る
カ
ス
ナ
ー
の
観
相
学
で
は
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
だ
け
に
、
一
事
態
の
構
造
を

見
通
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
構
造
概
念
に
近
く
、
生
の
全
体
連
関
も
し
く
は
構
造
を
「
観
入
」Ein-sicht 

す
る
こ
と
が
問
題
と

な
る
。
カ
ス
ナ
ー
の
観
相
学
で
は
、「
想
像
力
」Einbildungskraft

と
い
う
最
重
要
概
念
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
外
か
ら
中
へ
の
方
向
あ
る
い
は
あ

る
状
態
へ
の
到
達
を
意
味
す
る
ド
イ
ツ
語
前
綴
り ein- 

は
、
常
に
特
殊
な
働
き
を
な
す
。

精
神
的
な
意
味
で
入
り
込
む
（eindringen
）
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
存
在
の
無
限
を
捉
え
る
こ
と
で
す
が
、
但
し
、
そ
れ
が

で
き
る
者
は
、
極
め
て
遠
く
離
れ
た
も
の
の
合
一
を
心
得
て
い
る
者
、
見
た
と
こ
ろ
最
も
小
さ
な
も
の
を
明
ら
か
に
最
も
大
き
い
も
の
と
、
私
た
ち
に

は
重
要
と
は
思
え
な
い
こ
と
を
重
要
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
最
も
身
体
的
な
も
の
（
こ
の
よ
う
な
最
上
級
が
使
え
る
と
し
た
ら
で
す
が
）
を
精

神
的
な
も
の
と
結
び
つ
け
る
術
を
心
得
て
い
る
者
し
か
い
な
い
。（「
全
一
性
（
あ
る
手
紙
か
ら
）」
よ
り
）

カ
ス
ナ
ー
観
相
学
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
従
来
の
観
相
学
と
は
異
な
り
、
一
個
人
に
お
け
る
内
面
と
外
面
の
連
関
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
壮
大
な
広

が
り
を
有
す
る
内
と
外
の
合
一
に
問
題
が
行
き
着
く
。

も
し
人
間
の
想
像
力
が
（
ギ
リ
シ
ア
風
に
言
え
ば
）
神
々
の
創
世
的
な
想
像
力
に
関
わ
っ
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
直
覚
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

（「
あ
と
が
き
」
第
四
章
よ
り
）

カ
ス
ナ
ー
に
と
っ
て
「
想
像
力
」Einbildungskraft 

と
は
、
何
ら
か
の
像
（B

ild

）
を
心
の
中
で
漠
然
と
思
い
浮
か
べ
る
力
で
は
な
く
、
自
己
の
中
に
「
意
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味
と
し
て
の
像
」Sinn-B

ild

を
作
り
入
れ
（einbilden

）
な
が
ら
事
物
と
交
わ
る
力
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
認
識
す
る
主
体
と
認
識
さ
れ
る
客
体
と
の

相
互
作
用
が
瞬
間
的
に
働
く
。
人
間
が
事
物
を
外
か
ら
中
へ
引
き
入
れ
る
こ
と
で
事
物
を
変
え
る
と
同
時
に
、
事
物
は
そ
の
も
の
に
入
り
込
ん
だ
人
間
を
瞬

く
間
に
変
え
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
本
質
交
換
は
、
事
物
に
深
く
沈
潜
し
よ
う
と
し
た
友
人
リ
ル
ケ
の
詩
的
世
界
に
も
多
分
に
認
め
ら
れ
る
が
、
カ
ス

ナ
ー
に
お
い
て
は
、「
表
現
の
世
界
」
で
あ
り
、
観
相
学
的
「
意
味
」
で
あ
り
、「
変
身
」
の
内
実
で
あ
る
。

畢
竟
す
る
に
、「
精
神
的
な
意
味
で
入
り
込
む
（eindringen

）」
こ
と
が
「
観
入
」Ein-sicht

で
あ
る
点
に
お
い
て
、
別
言
す
る
と
、
視
覚
に
基
づ
く
キ
リ

ス
ト
教
的
神
秘
主
義
を
背
景
に
有
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
や
は
り
カ
ス
ナ
ー
は
西
欧
合
理
主
義
に
対
す
る
異
端
の
正
統
者
と
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

既
に
名
前
を
挙
げ
た
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
や
ベ
ル
グ
ソ
ン
か
ら
カ
ス
ナ
ー
が
多
大
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
だ
け
を
意
味
し
な
い
。
カ
ス
ナ
ー
が
自
ら
の
精
神
的
始

祖
を
「
反
対
対
立
の
合
致
」
を
唱
え
た
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
神
秘
思
想
に
も
見
出
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
九
二
三
年
の
小
論
「
文
学

の
最
も
深
い
意
味
（
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
『
悪
の
華
』
に
つ
い
て
）」
で
「
反
対
対
立
の
合
致
」
が
言
及
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
の
著
作
『
観
相
学
的
世
界
像
』
に
お

い
て
フ
ォ
ン
・
キ
ュ
ス
と
し
て
初
め
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
一
五
世
紀
ド
イ
ツ
の
思
想
家
に
関
す
る
言
及
は
全
著
作
に
お
い
て
わ
ず
か
六
度
に
と
ど
ま

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ス
ナ
ー
観
相
学
の
思
想
的
起
源
と
し
て
、
神
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ア
語theos 

がtheoro

（
私
は
観
る
）
に
由
来
す
る
と
い
う
ク

ザ
ー
ヌ
ス
の
語
源
説
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
お
け
る
視
覚
的
営
為
が
感
覚
的
に
「
見
る
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
精
神
的
に
「
観
る
」
こ
と
も
含
意

し
、
更
に
「
人
が
神
を
観
る
こ
と
」
が
同
時
に
「
神
が
人
を
観
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
と
い
う
神
学
的
見
解
は
、
カ
ス
ナ
ー
に
お
い
て
事
物
を
め
ぐ
る
哲
学

的
・
観
相
学
的
見
解
に
変
容
し
て
い
る
と
は
い
え
、
認
識
す
る
主
体
と
認
識
さ
れ
る
客
体
と
の
相
互
作
用
に
痕
跡
を
と
ど
め
る
。

ま
た
、
カ
ス
ナ
ー
観
相
学
に
お
け
る
重
要
概
念
で
あ
り
、『
変
身
』
に
お
い
て
も
頻
出
し
、
主
と
し
て
「
尺
度
」、
文
脈
に
よ
っ
て
は
「
節
度
」
と
訳
さ
ざ

る
を
え
な
か
っ
たM

aß 

も
ま
た
、
神
秘
主
義
的
伝
統
に
基
づ
く
。
例
え
ば
、「
二
つ
の
小
品　

獣
の
尾
」
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

人
間
の
言
語
は
個
々
の
感
覚
の
分
化
に
あ
り
、
分
化
と
と
も
に
置
か
れ
て
い
る
。
個
々
の
感
覚
器
官
、
口
と
鼻
、
目
と
目
な
ど
、
人
間
の
顔
に
あ
る
こ

れ
ら
の
間
の
空
間
は
な
ん
と
表
現
力
に
富
み
、
意
味
深
く
、
尺
度
（M

aß

）
の
世
界
全
体
で
は
な
い
か
！

ま
た
、
愛
国
主
義
者
で
あ
り
雄
弁
家
で
あ
る
と
あ
る
伯
爵
の
顔
に
つ
い
て
、「
惑
星
と
彗
星
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ど
こ
で
あ
れ
節
度
（M

aß

）、
落
ち
着
き
（G

em
essenheit

）、
自
制
、
品
格
が
あ
り
、
ど
こ
に
も
熱
狂
も
し
く
は
誇
張
が
な
い
。
た
だ
口
だ
け
が
あ
る
程

度
全
体
の
節
度
を
超
え
る
。
口
か
ら
聞
き
手
の
耳
や
諸
感
覚
へ
と
流
れ
込
む
、
豊
か
に
、
深
く
、
温
か
に
響
く
偉
大
な
こ
と
ば
故
の
こ
と
。
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尺
度
で
も
あ
り
節
度
で
も
あ
る
語M

aß 

に
は
、
カ
ス
ナ
ー
観
相
学
の
「
精
神
」
的
営
為
が
凝
縮
す
る
。
但
し
こ
こ
で
の
「
精
神
」
は
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
語

源
説
に
依
拠
し
て
述
べ
れ
ば
、
神
か
ら
吹
き
込
ま
れ
た
精
神
と
し
て
のspiritus 

で
は
な
く
、m

ensurare

（
測
定
す
る
、
計
る
）
を
語
源
と
し
、
人
間
精
神

の
能
動
的
働
き
を
意
味
す
るm

ens 

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
神
秘
主
義
の
伝
統
に
基
づ
い
て
、
カ
ス
ナ
ー
観
相
学
は
、
他
者
で
は
な
く
自
ら
を
「
尺

度
」
と
し
て
自
己
（Selbst

）
を
「
計
る
」
こ
と
、
言
い
換
え
る
と
、「
節
度
」
や
「
落
ち
着
き
」
を
通
じ
て
自
己
と
同
一
化
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
同
一
性
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
間
の
成
長
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
人
類
の
発
展
と
と
も
に
、
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
肝
要
な
こ
と
は
、
失

わ
れ
た
同
一
性
を
再
び
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
分
自
身
を
「
尺
度
」
と
し
て
自
分
を
「
計
り
」
な
が
ら
自
己
と
合
一
す
る
こ
と
、そ
し
て
同
時
に
「
想

像
力
」
に
よ
っ
て
内
と
外
と
を
一
つ
に
す
る
こ
と
、
以
上
の
「
精
神
」
的
営
為
は
、
す
べ
て
は
顔
を
「
観
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
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